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日
本
中
世
の
経
済
史
お
よ
び
女
性
史
に
お
い
て
、
著
者
が
多
く
の
業
績
を

成
し
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
能

楽
に
親
し
み
、
幾
度
か
の
舞
台
経
験
を
も
つ
こ
と
も
著
者
の
一
面
で
あ
る
。

本
書
は
、
そ
う
し
た
著
者
が
、
一
九
九
九
年
以
降
に
発
表
し
た
能
楽
に
関
す

る
論
考
、
お
よ
び
書
き
下
ろ
し
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
構
成
は
、
大
部

の
総
論
を
冒
頭
に
置
き
、
第

Ⅰ部
「
神
々
と
地
域
社
会
の
中
世
」
、
第

Ⅱ部

「
表
現
の
な
か
の
女
性
た
ち
」
、
第

Ⅲ部
「
芸
能
の
場
の
成
立
」
と
な
る
。
 

 
総
論
「
総
合
芸
能
と
し
て
の
猿
楽
能

�
老
若
男
女
貴
賤
都
鄙
の
芸
能
」
で
は
、

在
地
と
都
と
を
つ
な
ぐ
文
化
の
中
継
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
猿
楽
に
つ

い
て
、
在
地
の
勧
進
猿
楽
、
都
鄙
を
往
来
す
る
猿
楽
、
作
品
の
題
材
と
し
て

の
地
方
と
そ
の
普
遍
化
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
著
述
し
、
か
つ
、
以
後
の

各
論
の
導
入
部
と
し
て
の
役
割
を
見
事
に
果
た
し
て
い
る
。
 

 
第

Ⅰ部
で
は
、
地
方
と
都
と
を
つ
な
ぐ
猿
楽
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
能
楽

の
代
表
的
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
神
能
、
夢
幻
能
、
物
狂
能
を
題
材
に
し
て
著

述
し
て
い
る
。
第
一
章
「
神
能
の
位
置

�
猿
楽
能
の
寿
祝
性
と
在
地
共
同
体
」、

第

二
章
「
夢
幻
能
の
変
成

�
栄
光
を
語
る
亡
霊
の
出
現
」、

第
三
章
「
時
代
を
映
し

だ
す
物
狂
能

�
異
性
・
子
売
り
・
母
性
」、

第
四
章
「
虚
構
の
「
中
世
神
話
」
の

形
成

�
能
楽
・
神
道
集
・
縁
起
を
中
心
に
」
の
四
章
か
ら
成
る
。
 

 
第

Ⅱ部
は
、
女
性
史
の
視
点
で
捉
え
た
猿
楽
論
で
、
女
装
束
と
そ
の
変
遷

に
着

目
し

た
第
五
章

「
着
衣

す
る
身

体
�
能
楽
に
お
け
る
女
装
束
」
、

お
よ
び

様
々
な
身
分
の
女
性
の
、
様
々
な
状
況
設
定
に
よ
る
女
の
語
り
を
論
じ
た
第

六
章
「
能
楽
に
お
け
る
女
の
語
り
」
か
ら
成
る
。
 

 
第

Ⅲ部
で
は
、
第
七
章
「
中
世
芸
能
座
の
構
造
と
差
別
」
に
て
、
声
聞
師

を
出
自
に
も
つ
猿
楽
が
、
座
の
組
織
に
改
編
を
加
え
る
こ
と
で
声
聞
師
の
枠

を
超
え
て
脱
賤
化
を
果
た
す
過
程
を
論
じ
、
第
八
章
「
中
世
猿
楽
座
の
組
織

構
成

�
結
崎
座
・
円
満
井
座
の
座
規
約
を
中
心
に
」
に
て
、
副
題
に
あ
る
両
座
の
規

約
を
他
の
商
工
業
等
の
座
と
比
較
し
、
さ
ら
に
両
座
間
に
お
い
て
比
較
検
討

し
て
い
る
。
猿
楽
の
出
自
が
声
聞
師
に
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ

る
と
こ
ろ
だ
が
、
商
工
業
を
含
め
様
々
な
座
を
研
究
し
て
き
た
著
者
な
ら
で

は
の
論
考
と
い
え
る
。
 

 
本
書
は
、
中
世
経
済
史
の
立
場
か
ら
猿
楽
を
論
じ
る
の
み
な
ら
ず
、
現
代

の
能
楽
の
愛
好
者
と
し
て
、
そ
し
て
、
や
は
り
猿
楽
を
愛
し
て
や
ま
な
か
っ

た
中
世
の
貴
賤
都
鄙
老
若
男
女
の
視
点
で
猿
楽
を
論
じ
る
好
著
で
あ
る
。
分

析
の
対
象
は
、在
地
の
文
書
や
記
録
を
多
用
し
つ
つ
、
作
品
の
内
容
や
演
出
、

装
束
や
能
面
に
ま
で
及
び
、
実
に
多
彩
で
あ
り
、
本
書
は
歴
史
と
文
学
双
方

の
性
格
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
な
お
、
タ
イ
ト
ル
に
「
猿
楽
」

で
は
な
く
「
能
楽
」
を
用
い
た
の
は
、
猿
楽
は
過
去
の
芸
能
で
は
な
く
、
現

代
ま
で
続
く
生
き
た
芸
能
で
あ
る
と
い
う
思
い
か
ら
だ
ろ
う
。
 

 
中
世
を
専
攻
す
る
者
は
折
に
触
れ
て
猿
楽
を
意
識
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
猿

楽
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
機
会
を
本
書
は
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
同
時
に
、
能
楽
堂
に
足
を
運
び
、
生
の
舞
台
を
見
る
き
っ
か
け
を
も

与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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池
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美
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子
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